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■ 安全衛生
中期経営計画2025振り返り
　太陽誘電グループでは、安全衛生基本理念に基づき、従業員が安心して働ける職場を追

求するための安全衛生活動を行っています。5M（Man、Machine、Method、Material、

Measurement）の項目ごとに取り組みを明確にし、労働災害防止に向けた活動を実施し

ています。 

　中期経営計画2025では、度数率0.08未満を目標に掲げ、継続的な取り組みにより確実

に改善を進めましたが、2025年度の結果は0.10でした。

中期経営計画2030
　中期経営計画2030では「安全第一な職場で健康経営と働き方改革を実現」をマテリア

リティの一つとしています。従業員と企業にとって最も優先すべきは安全第一であり、絶対

に起こしてはならない重大な労働災害発生ゼロを継続していくという考えから「重篤労働

災害発生件数ゼロ」を新たに目標として設定しました。

　労働災害の原因となる「不安全状態と不安全行動」の撲滅に向けて、これまで取り組ん

できた5Mの項目ごとの安全衛生活動プログラムの水準を更に向上させるための5カ年の

施策を明確にしました。今後は、この新安全衛生中期計画に沿った活動を実施し、事故の

撲滅、重大リスクの低減に向けた具体的な取り組みを推し進め、安全文化をつくり、根付

かせていきます。
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2025年度実績 2030年度目標

重篤労働災害発生件数 ゼロ ゼロ

目標達成のための取り組み

Man 自発的な安全行動意識の醸成

Machine 設備安全活動の ISO、IEC※水準化

Method リスク予測に基づく安全作業

Material 化学物質の有害性 / 危険性の最小化

Measurement チェック水準の深化

度数率の推移
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国内製造業平均 太陽誘電（グループ全体）

年度

目標 
0.08

度数率
労働災害による被災者数［休業1日以上］

在籍労働者の延べ実労働時間数
×1,000,000=

※ 国際規格を作成する国際標準化機関

https://www.yuden.co.jp/jp/sustainability/document/report/
https://www.yuden.co.jp/jp/sustainability/society/sanitation/

